
39

プロジェクトの概要と2019年度の概要

本年度から競技力向上を目的とし、トレーニング
期や試合期におけるコンディションや運動量の可視
化とパフォーマンスの評価を検討するために、3つ
の研究に取り組むこととした。1年目の本年度は、
1．陸上競技・長距離選手、2．スピードスケート選
手及び自転車競技選手、3．バレーボール選手をそれ
ぞれ対象とした。1．では、微量血液、唾液、尿中
に含まれる様々な生化学的指標及びVisual Analogue 

Scale（VAS）法による主観的指標を用いたコンディ
ションの可視化とそれらとパフォーマンスとの関係
について検討を行った。2．では、上肢および下肢
の筋力、パワー発揮の定期的測定から末梢性および
中枢性要因を区別したコンディション評価の検討を
行った。3．では、夏季合宿を対象とし、練習量（ジャ
ンプ回数）を可視化するとともに唾液中の免疫系指
標を用いたコンディショニング管理の有効性を検討
した。1．～3．のそれぞれの研究成果について以下
に報告する。

1.	定期的なコンディションチェックを用
いた望ましいコンディショニング方略
の検討―男子長距離選手を対象とし	
て―

1-1. 目的
大学男子長距離選手を対象として、微量血液、唾
液、尿中に含まれる様々な生化学的指標及びVAS法
による主観的指標の定期的な測定によってコンディ
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ションを可視化することと、それらと長距離走のパ
フォーマンス（5,000m, 10,000m, ハーフマラソン）と
の関係及び測定値の相互関係等について検討するこ
とを目的とした。

1-2. 方法
対象は、大学男子長距離選手47名（年齢20.5±

1.1歳（平均値±標準偏差））とした。身体的特徴は、
身長170.0±5.3cm、体重57.5±4.7kg、体脂肪率11.5

±2.0％であった。
測定項目と用いた測定装置は、以下の通りであ
る。微量採血によるd-ROMs（酸化ストレス度）、
BAP（抗酸化力）、潜在的抗酸化能（BAP/d-ROMs）
（フリーラジカル解析装置FREE Carrio DUO, ウイ
スマー社製）、CPK、LDH、GOT、GPT（スポット
ケムEZ SP-4430 N, アークレイ社製）、唾液中のコル
チゾール、SIgA（唾液中ストレスマーカー分析装置
（Cube Reader）, SOMA社製）、尿中の8-OHGd、イ
ンドキシル硫酸（からだチェック郵送検査 , ヘルス
ケアシステムズ社製）、唾液中の細菌数（細菌カウン
タ , PHCホールディングス社製）、質問紙及びVAS

法による主観（排便回数 , 便のかたち（Heatonら, 

1992, Lewisら, 1997）、睡眠時間、寝つき、練習の負
担度、全般的な体調、心理的ストレス、食欲、練習
に対する意欲、故障の程度、その他）（図1）を測定
項目とした。
上記の測定は2019年5月10日から12月27日ま
での計9回行い、測定時間は毎回ほとんど15時～
16時半であった。各回で対象者が異なっているこ
ともあり1度でも測定を行った全員（47名）を対象
者とした。なお、CPK、LDH、GOT、GPTについ
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ては11/29から4回、唾液中の細菌数は最後測定日
（12/27）のみの測定であった。
これらの測定値と競技成績との関係をみるため
に、対象者が各測定日から2日以内に行われた競技
会（5,000m, 10,000m, ハーフマラソン）に参加した
者の記録を用いて検討した。ただし、各対象者が複
数回の競技会に参加した場合は最も良い記録を用い
た。各種目の該当人数と平均記録は、5,000mでは
29名で14分39.7秒±21秒、10,000mは9名で29分
37.8秒±30秒、ハーフマラソンは15名となり、1時
間4分42秒±1分03秒であった。5,000m、10,000m

はベスト記録に対する相対値（%自己ベスト）も指
標とした。測定値は全て平均値（±標準偏差）で示し
た。各測定日における各指標の比較は線形混合モデ
ルを用い、平均値に対して有意差が認められた項目
については、Bonferroniの多重比較を用いて検討を
行った。また、相関関係はPearsonの積率相関係数
によって分析した。いずれの場合も危険率5%未満
を有意とした。

1-3. 結果および考察
各測定項目の推移と水準
長距離男子選手を対象として、微量血液、唾液、
尿中に含まれる様々な生化学的指標及びVAS法に
よる主観的指標の測定期間中の推移と水準をみるた

め、ここでは、競技レベルが高く均一な対象とみな
すことができる箱根駅伝（2020年1月）のエントリ
メンバー16名（年齢20.6±1.2歳 , 身長169.9±5.7cm, 

体重56.2±4.3kg, 体脂肪率10.8±1.2％）を対象に検
討を行うこととした。
その結果、各指標（微量血液 , 唾液 , 尿 , VAS）につ
いてこの期間における測定日間での有意差はほとん
ど認められなかった。これは選手間の差が大きかっ
たことや測定日を試合に近い日に設定したことも多
かったため、対象者のコンディションが比較的安定
していたこと等が影響したと考えられる。睡眠時間
と睡眠の深さについてみる（図2, 図3）と、睡眠時間
は平均で概ね6時間半～7時間程度であるが、12/12

は早朝練習があったため6時間を下回っていた。朝
練習がなかった12/18は約8時間を上回る睡眠時間
がみられ平均値よりも有意（p<0.05）に長い睡眠時
間となった。
睡眠の深さは、平均で54～71の水準で推移をし
ているが、やはり個人間の差や変動が大きいこと
がうかがえる。最近では、アスリートは十分すぎ
るほどの睡眠時間を確保すること（睡眠延長）がパ
フォーマンスをあげるためには重要であるとされ
て い る（Mahら, 2011, Schwartzら, 2015, Richardら, 

2018）ことから考えると、より長い睡眠延長（9～10

時間）が望ましいといえる。全般的な体調は、54～

図１．VAS法を用いたコンディション記録用紙
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73の範囲で推移を示した（図4）が、その変化は睡眠
時間や深さと連動している様子がうかがえる。
微量採血による酸化ストレス（d-ROM）、抗酸化
力（BAP）、CPK、LDH、GOT、GPT、唾液中のコル
チゾール、SIgA、尿中の8-OHGd、インドキシル硫
酸などについては、測定期間中の値の変動や個人差
が大きいことを知ることができ、現場の指導者から

は、選手個々人への負荷の加わり方や回復などコン
デョションを客観的に確認することができ、有用で
あるとのコメントを得ることができた。唾液中の細
菌数については、最後の測定日に1度測定をしたの
みであるが、その結果は図5に示す通り、選手間で
口腔内環境の差が大きいことが推察される。口腔は
消化器官、呼吸器官の初部であり、食事内容も含め

図2．測定期間中の睡眠時間の推移

図3．測定期間中の睡眠の深さ（VAS法）の推移
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た全身のコンディションの変動は同部に表出しやす
く、その変化を容易に検出しやすいものと考えら 

れる。
アスリートを対象とした口腔内環境とコンディ
ションに関する報告（Ercole, 2013, Simonetta, 2016）

もみられてきており、細菌数など口腔内環境はコン
ディションを簡便で迅速に評価できる指標になり
得る可能性があることから、継続した研究が望ま 

れる。

図4．測定期間中の全般的な体調（VAS法）の推移

図5．対象者の口腔細菌濃度
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各測定値と競技成績との関係
次に、これらの各測定値と競技成績との関係につ
いて検討した結果、5,000mタイムと潜在的抗酸化
能と全般的な体調との間に正の傾向がみられたが、
それ以外の測定値とは有意な相関関係は認められな
かった。また、5,000mのベスト記録に対する相対値
と全体的な体調、疲労感、練習の負担度との間に有
意な（p<0.05）相関関係が認められ（図6）、また睡眠
時間が長いとd-ROMs（酸化ストレス度）が低い傾向
がみられた。すなわち試合の少なくとも2日前から
の疲労感や練習の負担度が少なく全体的な体調が良
いほど、良いパフォーマンスが期待できる可能性が
示唆された。さらに、この時の全般的な体調と寝つ
き、寝起き、疲労感、意欲、心理的ストレスとの間に
いずれも有意な相関関係（p<0.05～0.01）がみられ、

また、全般的な体調は、睡眠時間、睡眠の深さとの
間に正の傾向を示したことから、試合前には良質で
長時間の睡眠をとることを含めて心身ともに良い状
態の創出が最重要であることが明らかとなった。

10,000mのタイムとの間にはいずれの測定項目と
の間に有意な相関関係はみられなかった。ベスト記
録に対する相対値と潜在的抗酸化能との間には正の
傾向がみられたが、それ以外の測定項目とは有意
な相関系は認められなかった。これは対象者が9名
と少なかったため明確な関係性をみることができな
かった可能性が推測される。
ハーフマラソンのタイムと潜在的抗酸化能との間
に負の、d-ROMsとの間に正の相関関係（p<0.05）が
みられた（図7）ことから、潜在的抗酸化能が高く、
酸化ストレスが低いほどタイムが良くなる可能性が

図6．全体的な体調、疲労感（VAS法）と5,000m（％自己ベスト）との関係

図７．潜在的抗酸化能、酸化ストレスとハーフマラソンタイムとの関係
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示唆された。
d-ROMsは酸化ストレス度、BAPは抗酸化力を示

す指標（Iameleら, 2002, Nakayamaら, 2007）であり、
d-ROMsとBAPの比である潜在的抗酸化能（BAP/

d-ROMs）は、酸化ストレス防御系を包括的に評
価する指標として用いられている（永田ら, 2008, 

2014）。3種目いずれのタイムと潜在的抗酸化能と
の間に何らかの関係を有することから、酸化還元バ
ランスを評価する潜在的抗酸化能は競技パフォーマ
ンスを予測する指標としても有用であるといえる。
このことは、競技会前に体内の酸化ストレスを減ら
し、抗酸化力を上げる、あるいはどちらかの値を改
善させ潜在的抗酸化能を高めることが良い結果をも
たらすことを意味するもので、それらを支持する報
告がいくつか見受けられている（琉子ら, 2014, 杉田, 

2014, 谷口ら, 2017）。
d-ROMsの基準値としては、正常値：200-300、ボー
ダーライン：301-320、軽度の酸化ストレス：321-

340、中程度の酸化ストレス：341-400、強度の酸化ス
トレス：401-500、かなり強度の酸化ストレス：501

以上とされており（関 , 2009）、BAPの基準値として
は、最適値：2200以上、ボーダーライン：2000-2200、
抗酸化力がやや不足：1800-2000、抗酸化力が不足：
1600-1800、抗酸化力がかなり不足：1400-1600、抗
酸化力が大幅に不足：1400以下が適用されている

（Iorio, 2010）。潜在的抗酸化能（BAP/d-ROMs）につ
いては、永田ら（2008）が示した日本人の健常者の
値である7.541がアスリートにおいても目指すべき
目標値とされている。図8～10にこれらの各測定
値の推移を示した。測定期間中のd-ROMs、BAPの
平均値はほとんどボーダーライン辺りの水準で推移
し、潜在的抗酸化能は、約7前後で推移しているこ
とがわかる。これを7.5以上にするためには、酸化ス
トレスを減らし（図8中の破線以下）、抗酸化力を上
げる（図9中の破線以上）ことの両方を目指すことが
有効であると思われる。
生活習慣病の内因的な要素（遺伝 , 疾患 , 睡眠障

害）はd-ROMs値によく反映され、食事内容（量 , 

質）など外因的要素はBAP値によく反映される（永
田ら, 2008）ことが報告されている。
コンディションとは、スポーツにおいて変動する
競技的状態を構成する心身の状態、及びアスリート
のパフォーマンスに影響を与える全ての要因と定義
され（西嶋ら , 1999）、現在のコンディションと目標
とするコンディションとの間のギャップを最小化す
るプロセスがコンディショニングとされている（西
嶋ら , 1999）。このことから考えられる今後の取り組
みとしては現在よりも良い睡眠（質 , 量）と充実した
食事（質 , 量）を習慣化することが望ましいコンディ
ショニングをつくる上で必要といえよう。

図８．測定期間中のd-ROMs（酸化ストレス度）の推移
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これまでにコンディションの評価は、選手自身に
よるセルフモニタリングとして脈拍数、体重、主観的
コンディション等が有効とする研究（Dressendorfer

ら, 1985, 河野 , 1990, 小林 , 1992, Hooper, 1999, 松村 , 

2009）、尿検査や血液検査および心拍変動（HRV）
によってトレーニング負荷の適正と選手の疲労を
把握する研究（川原 , 1992, 和久ら, 1995, 新畑 , 2000, 

Plewsら, 2012, 2013）などが行われてきている。本研
究ではこれらを踏まえ、より簡便に客観的な指標と

して用いることができる微量採血からの血液成分や
唾液および尿から得られる最新の指標と主観的指標
を併用し検討を行ったが、全体としての傾向、選手
個々のコンディション及び競技成績との関係性をあ
る程度、評価することができたといえる。

1-4. 今後の展望
今後の課題として、以下のことが考えられる。各
指標に選手間でばらつきがあるため偏差値などを用

図９．測定期間中のBAP （抗酸化力）の推移

図10．測定期間中の潜在的抗酸化能（BAP/d-ROMs）の推移

1400

1600

1800

2000

2200

2400

2600

2800

3000

2019/5/10 2019/9/20 2019/10/4 2019/11/15
（or 22）

2019/11/29 2019/12/12 2019/12/18 2019/12/27 平均値

BA
P 

(μ
m
ol

/L
）

測定日 

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

2019/5/10 2019/9/20 2019/10/4 2019/11/15
（or 22）

2019/11/29 2019/12/12 2019/12/18 2019/12/27 平均値

BA
P/

d-
R

O
M

s

測定日



46

日本体育大学 体育研究所雑誌  第44号

いて標準化し検討すること、重回帰分析や主成分分
析などから測定項目を精査すること、トレーニング
の強度・量の分析を行うこと、睡眠の質的・量的
な分析を行いそれらとの関係性を明らかにするこ
と（Fullagarら, 2015）、心理面の評価を行うこと（星
川ら, 1995, kagetaら, 2016）、栄養調査とともに疲労
回復の度合を定量化すること、競技会におけるパ
フォーマンス分析との突合せを行うこと、などがあ
げられる。それらを行い、各指標の相互関係を究明
するとともに対象者の個人差、特徴をより明確にで
きれば、個人にあった精度の高いコンディショニン
グ法を提示できるものと考えられる。

（文責：杉田正明、河村亜希、橋本　峻）
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2.	定期トレーニングデータを利用したコ
ンディショニングおよびトレーニング
方略の検討。末梢要因および中枢要因
を区別したコンディショニング評価に
ついて―自転車競技およびスピードス
ケート選手について―

2-1. 目的
強化合宿や重要な試合前の期間において選手のコ
ンディションを把握することは重要である。自転車

競技やスピードスケートのように体力要素が競技パ
フォーマンスに強く影響する種目では競技に特化し
た動作や運動におけるパワー発揮状態を捉えて評価
することが多い 1, 2。このような状況で発揮されるパ
ワーには脚筋のコンディション（末梢性要因）と覚
醒状態（中枢性要因）が影響することがわかってい
るが、これらを客観的に評価する手段は競技現場で
確立しているとはいえない。特に、心的状態が影響
する中枢性要因においてはコーチ、選手による感覚
的な判断を用いることになり、より洗練したトレー
ニングやピーキングを実践するためには両要因を区
別し客観評価することのできる方法が望まれる。
自転車競技やスピードスケートは下肢筋を選択的
に使用する競技であり上肢の疲労はあまり蓄積され
ないという競技特性を利用して、定期測定した上肢
および下肢の筋力、パワー発揮の推移を観察するこ
とで末梢性および中枢性要因を区別してコンディ
ション評価に結び付ける方法を提案したい。

2-2. 方法
研究対象は本学学友会自転車競技部所属の男子学
生17名であった。本報告では短距離、中距離ブロッ
ク（トラック種目）選手について示す。
測定期間は対象選手がインシーズン中の最重要大
会として位置付けた8月末のインターカレッジ大会
（以下インカレと略す）までの2か月間（6月24日－

8月25日）であった。期分けとしては、調整試合期
（3wk）、回復期（1wk）、強化期（3wk）、調整期（2wk）
であり計画通り実行された。
定期測定は同期間における毎週水曜日に実施した

（図11）。
測定項目については「客観的指標」として起床時

図11．期分けおよび週間スケジュール
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の①心拍数と②体温、午後のトレーニング前③握
力、④垂直跳高（以下VJと略す）、⑤3分間定常ペダ
リング後の血中乳酸濃度（以下Laと略す）を測定し
た。「主観的指標」として①体調、②精神的疲労度、
③肉体的疲労度、④練習意欲、⑤身体のキレについ
ては5段階評価とし、⑥上肢筋肉痛、⑦下肢筋肉痛、
⑧体幹筋肉痛についてはVisual Analog Scale（以下、
VAS）を用いて記録した。

2-3. 結果及び考察
インシーズンの重要大会であったインカレに向け
た2か月間の体力データ推移を短距離ブロック選手
Aについて示した（図12）。調整試合とした試合期
1wkにはVJ､ 握力とも高値を示し、試合期2wkでは

低下し、その後の回復期でVJが著しく回復したが、
握力は低下し、Laは増加した。後の強化期ではト
レーニング量を反映してかVJ低下およびLa増加が
確認された。また、インカレ直前の調整期2wkでVJ

は増加し、Laは低下した。握力については回復期で
上半身トレーニングを実施したためかVJとは異な
り低下したが、それ以外の期間では変動幅は小さい
けれどもVJと同様の変動パターンを示した。この
選手Aはインカレでは優勝、自己ベストタイムの更
新という結果を残した。
図13には、選手Aの客観指標（握力および垂直跳
高）と主観指標（上肢および下肢筋肉痛）の推移を示
した。VJと下肢筋肉痛の変動パターンは2か月間を
通して同様であり、インカレ直前には筋肉痛もほぼ

図13．主観および客観データ推移（選手A）

図12．体力データ推移（選手A）

図14．体力データ推移（選手B）
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消失し、VJもこの二か月間で最高値を示した。握力
と上肢筋肉痛については強化期2wk以降、筋肉痛は
軽減したが握力は変化しなかった。これらのことを
合わせるとピーキングの狙いであるインカレ時に脚
筋をはじめとする末梢要因は疲労から抜けて良いコ
ンディションにあり、一方、中枢性要因については
“おそらくは良いコンディションではなかった”と
推察された。中枢性要因の状態をより客観的に評価
する測定項目が必要であると考えられた。
また、主観的指標として測定した体調、疲労度、
練習意欲、身体のキレについては5段階で評価した
ため大きな変動は認められなかった。今後はVASを
用いた測定を導入する必要があるだろう。
図14に示した中距離ブロックの選手Bについて
体力データの推移をみると、インカレ直前の調整に
おいてVJの増加およびLa低下がみとめられたが、
握力は大きく低下した。上半身の筋肉痛はほぼみ
られなかった（未表示）ことから選手Bにおけるイ
ンカレ時の末梢性要因は上下肢ともに良いコンディ
ションにあり、中枢性要因については良い状態では
なかったと推察された。選手Bは補欠選手でありイ
ンカレでの競技パフォーマンスを見ることはできな
かったがインカレに向かうモチベーションの程度も
覚醒状態に影響した可能性が考えられる。
本研究の目的とした中枢性、および末梢性要因を
区別したコンディショニングチェック方法の開発に
於いて本年度のアプローチは有効であったと考えら 

れる。

2-4. 今後の展望
今後、中枢性要因の状態を客観的に評価するた
めの測定項目（唾液中SIgAなど）の追加が必要であ
る。また、オフシーズン鍛錬期における高度疲労時
の測定およびスピードスケート選手についてデータ
追加を予定している。
 （文責：西山哲成、青柳　徹、曽根良太、中澤　翔）

参考文献
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3.	大学男子バレー選手を対象とした夏季
宿中におけるジャンプ回数と口腔免疫
機能の関係

3-1. 研究目的
夏季合宿は、練習時間の確保が容易となり、秋の
大会シーズンに向けた競技力向上に重要な役割を
担っている。しかし夏季合宿は、暑熱環境下におけ
る練習量の増加や集団生活という環境変化により、
体調不良（コンディショニング不良）になる選手も
いる。
そこで本研究は、大学男子バレーボール選手の夏
季合宿を対象とし、口腔免疫機能変化を用いたコン
ディショニング管理の有効性を検証することとし
た。また、バレーボール競技の特性上、繰り返し実
施されるジャンプ回数が各選手の運動（練習）量を
示す項目と推測し、ジャンプ回数と口腔免疫機能と
の関係性に注目した。

3-2. 方法
3-2-1.�参加者
本研究参加者は、本学男子バレーボール部所属8

選手とした。本研究参加者には、研究内容を説明し
た後、研究への参加の同意を得た。尚、本研究は日
本体育大学ヒトを対象とした実験等に関する倫理委
員会の承認を得て実施した（承認番号：第019-H080

号）。

3-2-2.�対象夏季合宿
対象とした夏季合宿は、2019年8月14日から8月

24日まで北志賀高原（長野県）にて実施した11日間
の合宿とした。合宿は、午前と午後の1日に2回の
練習を基本とする内容であった。合宿期間中の練習
内容は、表1に記した。
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3-2-3.�口腔免疫機能の測定方法
口腔免疫機能は、唾液分泌型免疫グロブリンA

（唾液中SIgA）を評価項目とした。各選手の唾液は、
合宿初日と最終日の朝食摂取前に採取した。唾液の
採取にあたり、5分間の安静後、口腔内を蒸留水で
十分にすすぎ、綿棒を含ませた後採取した。唾液か
ら、酵素免疫測定法（Enzyme-linked immunosorbent 

assay；ELISA法）を用い唾液中SIgAの濃度を測定し、
分泌速度を算出した。

3-2-4.�ジャンプ回数の測定方法
ジャンプ回数は、Vert Team Systemを用い測定し
た。測定を実施した練習は、表1に示す8回とした。
しかし、合宿2日目の午後練習におけるジャンプ回
数は、センサーの動作確認として実施したジャンプ
回数が含まれるため、分析から除外した。そのため、
表1に示す7回の練習におけるジャンプ回数の総和
を総ジャンプ回数とした。

3-3. 結果
各個人における総ジャンプ回数を図15に示した。

セッター（S）は、他の7選手より200回以上も多い
ジャンプ動作を実施していた。また、セッターの平
均ジャンプ高は他の7選手より10cm以上低い結果
であった。セッターのみジャンプ高が低く、ジャ
ンプ回数が多いことはポジションによる特性と判
断し、その後の分析からセッターのデータを除外 

した。
図16は、総ジャンプ回数と唾液中SIgA分泌速度

の変化量の関係性を示した。さらに、図17は、総
ジャンプ回数と唾液中SIgA分泌速度の変化率の関

係性を示した。両図とも黒丸マークで示した6選手
のデータを用いた分析結果と6選手のデータに白丸
マークを追加した7選手のデータを用いた分析結果
を示した。
図16に示した総ジャンプ回数と唾液中SIgA分

泌速度の変化量において、6選手ならびに7選手の
データにおいても統計学的有意な関係性は検出され
なかった。しかし、図17に示した総ジャンプ回数と
唾液中SIgA分泌速度の変化率において、7人のデー
タは5%水準、6人のデータは0.1%水準における統
計学的有意な正の相関関係が検出された。

3-4. 考察
Neville et al.（2008）は、唾液中SIgA分泌速度の減
少率が30%を超えると上気道感染のリスクが高ま
ると報告している。本研究において、7選手中3選手
が上気道感染のリスクが高いと判断される減少率を
示した。このように口腔免疫機能変化を把握するこ
とは、上気道感染リスクが高い選手の確認を可能と
し、秋の大会シーズに向けた選手のコンディショニ
ング管理に有効であると考える。
また、本研究は、合宿中における総ジャンプ回数
が各選手の練習量を示し、総ジャンプ回数が多い選
手ほど口腔免疫機能が低下すると仮説立てて実施 

した。
しかし、本研究結果は仮説とは異なり、総ジャン
プ回数が少ない選手ほど唾液中SIgA分泌速度の減
少率が大きくなる傾向を示した。
本研究のジャンプ回数は、試合形式または練習試
合での測定であった。試合中の各選手のジャンプ回
数は、セッターによるトスの回数に依存する。セッ

表1．合宿中の練習メニュー
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ターは、各選手における試合中のコンディショニン
グやスパイク決定率などを考慮しトスを上げる選手
を決定すると推察される。つまり、本研究結果は、
セッターが各選手のコンディショニングを考慮した
トスを行うため、唾液中SIgA分泌速度の減少率が
大きい選手ほど総ジャンプ回数が少ない結果を示し
たと推察する。

6選手による総ジャンプ回数と唾液中SIgA分泌速
度の変化率の間に0.1%水準の有意な関係性が検出
された（図17）。上記に示すように、セッターが各選
手のコンディショニングを考慮し、各選手のスパイ
ク数（ジャンプ回数）を決めているのであれば、セッ
ターによる各選手のコンディショニング評価能力
は、唾液中SIgA分泌速度の変化率の測定と同等な
精度と考えられる。
図16と図17において白丸マークで示した選手

図16． 合宿中の総ジャンプ回数と唾液中
SlgA分泌速度の変化量との関係

図15．各個人における総ジャンプ回数
OH；アウトサイドヒッター、MB；ミドルブロッ
カー、S；セッター

図17． 合宿中の総ジャンプ回数と唾液中
SlgA分泌速度の変化率との関係

は、他の6選手と異なる傾向を示した。そのため、監
督やコーチに白丸マークの選手について確認した結
果、普段の練習においても全体練習後に個人でスパ
イク練習する選手であり、研究対象の合宿中におい
ても全体練習後に個人でスパイク練習を実施してい
た。これらのことから、白丸マークの選手は、全体
練習後の個人練習（自主練習）や普段の練習量によ
る影響により他の選手とは異なる傾向を示したと考
える。

3-5. 今後の展望
今後の課題として以下の3つが考えられる。先ず、

研究対象期間を普段の練習期や試合期と変え、年間
を通したコンディショニング管理への有効性を検
証することである。次に、セッターによる各選手の
コンディショニング評価の可能性について検証する
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ことである。最後に、口腔免疫機能からバレーボー
ル選手に多いジャンパー膝に焦点を変え、各選手の
ジャンプ回数とジャンパー膝の関係性を明らかに
し、コンディショニング管理の一助となる知見を得
ることである。
 （文責：大石健二、曽根良太、山本健之）
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